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「学校給食でほぼ毎日牛乳が出される理由」 

 

 本年3月新潟県某市で、和食が中心の学校給食献立には「牛乳は合わない」との理由で、市内小中学校30校

の給食から試験的に牛乳が外されることになったとの報道がありました。 

 そして、この決定が実施されることになれば、この市では平成26年12月から27年3月までの4か月間にわ

たって、牛乳が学校給食から省かれることになるようです。 

そこで本件につきましては、子どもたちに大きな影響をあたえる重要な栄養摂取に関わることなので、当会が

平成21年に発刊した「すこやか情報便」第７号に基づいて考察したいと思います。「すこやか情報便」は当会か

ら学校関係者の皆様に旬の話題を提供する情報誌ですが、以下のデータ及び記述は、「すこやか情報便」第 7号

から引用しております。 

 

 

学校給食で、ほぼ毎日牛乳や乳製品が出される理由の裏付けとなる調査結果 

 

牛乳・乳製品の有用性に関する調査研究結果 

 

Ａ「子どもの健康づくりと牛乳に関する調査・研究」 

※注釈１：本調査についての詳しい内容は、文末に記載しております。 

1. 下記グラフから、踵骨（かかと）骨量の比較対象では、牛乳・乳製品を含む完全給食がもっとも優位な高

値を示し、特に中学 2年で給食形態の影響が顕著であること、したがって、身体の発達が著しい成長期に

おいては、学校給食における牛乳飲用の有効性が示唆された。 

 

 
 

 

 

  

【ｸ゙ﾗﾌ1-A 給食形態と踵骨骨密度 
（小学校 5年生）】 

【ｸ゙ﾗﾌ2-A 給食形態と踵骨骨密度 
（中学校 2年生）】 
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Ｂ「骨粗しょう症予防の為の牛乳・乳製品の有効性」に関する対全国高校生調査2005 

※注釈２：本調査についての詳しい内容は、文末に記載しております。 

2．下記グラフから、男女ともに小学生・中学生・高校生時の牛乳摂取量は多いほど骨量が多いということが

認された。 

 

 

 

 

 
 

 

 

3．下記グラフから、男女とも1日3回以上牛乳・乳製品を摂取している群の骨量が多いことが確認された。 

 
 

【ｸ゙ﾗﾌ3-B 小学校時の牛乳摂取量 
と現在の骨量】 

【ｸ゙ﾗﾌ4-B 中学校時の牛乳摂取量 
と現在の骨量】 

【ｸ゙ﾗﾌ5-B 高校生時の牛乳摂取量と現在の骨量】 
 

【ｸ゙ﾗﾌ6-B 牛乳・乳製品の摂取回数と骨量】 
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4．下記グラフから、男女ともに朝食欠食が多いほど骨量が低いことが確認された。 

 

 

 

5．下記グラフから、男女ともに小学生・中学生・高校生時の運動量は多いほど骨量が多く、牛乳摂取と運動

実施状況を併せて検討した結果、牛乳摂取が多く、運動している生徒ほど骨量が多いことが確認された。 

 

 
 

 

 

 

 

 

【ｸ゙ﾗﾌ7-B 朝食習慣と骨量】 

【ｸ゙ﾗﾌ8-B 継続運動有無と高校生の骨量】 

【ｸ゙ﾗﾌ9-B 牛乳摂取・運動状況 
と骨量（高校女子）】 

【ｸ゙ﾗﾌ10-B 牛乳摂取・運動状況 
と骨量（高校男子）】 
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6．下記グラフから、高校生時代はもっとも骨量が増える重要な時期で、この時期にできるだけ骨量を多く獲

得するためには、高校生時の牛乳・乳製品の摂取と運動が重要であることは勿論のこと、それまでの小学生・

中学生時の牛乳・乳製品の摂取と運動が高校生時の骨量を高めるためにより有効であることが、確認された。 

 

 

 

以上Ａ・Ｂ・６の調査結果から、 

 

骨が丈夫で骨量の多い小・中・高校生では、以下４つのことが確認された。 

●毎日朝食を食べている。 

●完全給食で毎日牛乳を飲んでいる。 

●1日3回以上牛乳・乳製品を摂っている。 

●小学・中学・高校と続けて運動している。 

 

すなわち、朝食を食べて牛乳・乳製品を毎日摂り、よく運動するという良い生活習慣が、すこやかに成長し、

生涯にわたっても健康に生活できる重要な要素であることが、実態調査のエビデンスにより判明したといえる。 

 

このように実態の調査結果をくわしく検証してみると、大事な成長期にある子どもたちの栄養源として、完全

給食や牛乳・乳製品の重要性がよく分かります。 

では更に、学校給食に適うための要件である食品の量や価格についても比較してみましょう。 

 

牛乳･乳製品に代えて、他の食品から同量のカルシウムを毎日摂る為の量・価格 

下図1から、牛乳1本（200ml）分のカルシウム220mgを摂るためには、図に示された通りの該当量を毎日摂ら

なければならず、これを実際に毎日実行することは難しい。 

【ｸ゙ﾗﾌ11 年齢と骨量の変化】 
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【図1「五訂増補日本食品標準成分表」に基づく計算値】 

 

また、重要な要件である価格も現在、学校給食用牛乳1本あたり約45円に対して、木綿豆腐、ほうれん草など

他の食品はその倍以上しており、給食費の許容値をはるかにオーバーしている。 

したがって、学校給食で必要とされるカルシウム摂取量のためのいろいろな要件を充たしている食品は、やは

り牛乳しかないことが分かる。 

 

牛乳についてカルシウム専門学者の見解 

 最後にカルシウムなど栄養学専門学者の見解として日本女子大学名誉教授江澤郁子先生 

の見解を以下に紹介する。 

「牛乳には良質なカルシウムがたくさん含まれ、それが消化される途中でカルシウムの吸収率を高める成分ペプ

チドに変わり、同時に食べる他の食品のカルシウムの吸収率も高める働きがある。」 
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以上、実際の調査結果やいろいろな要件をみてみると、なぜ学校給食でほぼ毎日牛乳や乳製品が出されるのか、

「すこやか情報便」第７号にも記載されている通り、明解な答えが出てくると思います。 

 

学校給食における牛乳摂取については、成長期に必要な食品として、カルシウムだけでなくタンパク質を摂取

する上でも大切な役割があります。独立行政法人日本スポーツ振興センターの調査では、学校給食のない日の児

童生徒たちのカルシウム摂取量は日本人の食事摂取基準の1日の推奨量より30～50％不足しており、これを受け

て文部科学省の学校給食実施基準では、学校給食におけるカルシウムは1日あたりのおよそ50％以上を摂取する

よう、基準値として定められています。 

 

このようなことからも昔と違って極端に運動量が減り、上記調査の通り学校給食以外でのカルシウム摂取量も

少ないという現代の子どもたちの生活習慣をみますと、現在の学校給食における牛乳摂取がいかに大切であるか

よく分かります。 

当会としては、学校給食における牛乳摂取について、今後も時代の変容に応じて児童生徒の実態に即した

適切な対応がなされるよう、取り組んでいきたいと思います。 

平成 26年 5月 27日 
公益財団法人 学校給食研究改善協会 

 
 

注釈１： 
Ａ『子どもの健康づくりと牛乳』に関する調査・研究学校給食用牛乳の有用性の実証 

  研究代表者 戸板女子短期大学 学長 江澤郁子 

【目的】 

学校給食における牛乳飲用の認知の徹底を図り、学校給食用牛乳の残食の軽減及び生涯にわたる牛乳摂取習慣の継続を推進する

ために、児童生徒の健康増進に対する学校給食用牛乳の有用性を明確に実証することを目的とした。 

【調査対象】 

同一都道府県内において小・中学校の学校給食の完全給食（主食・おかず・ミルク）、ミルク給食（ミルクのみ）、学校給食未実

施校のある都道府県を抽出し、小学5年生 男女計670名（完全給食350名、ミルク給食219名、未実施101名）、中学2 

年生男女計725名（完全給食208名、ミルク給食292名、未実施225名）に調査を行った。 

【内容】 

成長期にある小・中学校の児童生徒が学校給食で牛乳を飲用することの意義と効果を明確にするため、平成19～20年にかけて

踵（かかと）の骨量を測定し、比較検討した。 

注釈２： 

Ｂ『骨粗しょう症予防の為の牛乳・乳製品の有効性』に関する対全国高校生骨密度調査2005 

  小・中学生時の牛乳・乳製品摂取の有効性の実証 

  研究代表者 女子栄養大学栄養生理学研究室 教授 上西一弘 

【目的】 

現在の骨量に対する、小学生、中学生時代及び現在の牛乳摂取状況、運動状況等の影響を検討し、骨粗鬆症の予防のための牛乳・

乳製品摂取の有効性を検証することを目的とした。 

【調査対象】 

 全国44都道府県高校で実施された骨量測定会に参加した生徒 男子4,460名、女子8,440名、合計12,900名に調査を行った。 

【内容】 

牛乳および乳製品の摂取量・運動量・朝食摂取有無の比較による骨密度調査し、その中でも骨量が最大になるとされる年齢の高

校生を対象にその結果を比較検討したもの。 


